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5．将来への提言 

サクアルパン地域には、Zn 、Pb、を主とした塊状硫化物鉱床と鉱脈型鉱床が存在する。

塊状硫化物型鉱床はレイデプラタ鉱床に類似した特徴を有する。塊状硫化物型鉱床はサクア

ルパン地域の中でも中央部のアウロラ地域に分布し、マント・リコ鉱床～アウロラ鉱床～ク

ルス・ブランカ鉱床まで点在し、ビジャアヤラ層上部の火山活動休止期に堆積岩と共に生成

されている。しかし本地域ではこのタイプの鉱床はまとまった鉱体を形成していない可能性

が高く、経済性の高い大規模鉱床賦存のポテンシャルは少ないと考えられた。 

 一方では本地区を含む広大なゲレロテレーン中にはティサパ鉱床、レイデプラタ鉱床他の

塊状硫化物鉱床、鉱徴地が多く存在することが知られているが、詳細な地質調査が行われて

いない未探鉱地域が多く、潜頭性の鉱床の存在する可能性は高い。本調査で明らかとなった

ビジャアヤラ層火山活動と鉱化作用の関係（鉱床層準の概念）がゲレロテレーン中の塊状硫

化物型鉱床の探鉱に普遍的に適応出来る可能性がある。したがってこのような観点から、将

来ゲレロテレーンの地質の再検討を行うことにより、多くの鉱床賦存ポテンシャルの高い地

域が抽出される可能性が高いと考えられる。 

 Zn、Ag、Pb を主とした鉱脈型鉱床は現在もサクアルパン付近で小規模に稼行されている。

類似の鉱化作用は NW-SE 系の鉱脈鉱床ゾーンに形成されており、未だ本格的探鉱の行われ

ていない部分については、今後中小規模の高品位鉱脈が発見される可能性を残している。 
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表 1 調査数量表 
第１年次 

調査内容 数量 対象 
地質概査 500km(ルート長) 1,100km2（全域） 
コア調査 4,000m（コア長） 既存ボーリングコア 

 
第２年次 

調査内容 調査量 
地質調査・地化学探査 
アウロラ地区 

調査面積 65km2 
調査ルート長 133.8km 

試料数（複製） 365(14)個 
試料採取密度 5 個/km2 

ランチョ・ビエホ地区 
調査面積 20km2 

調査ルート長 41.3km 
試料数（複製） 81(7)個 

試料採取密度 5 個/km2 
サンチャゴ・サリナス地区（アウロラ地区中の精査域） 

調査面積 5 km2 
調査ルート長 20km 

ボーリング調査（アウロラ地区） 
孔 名 掘進長 傾斜 方位 

MJZC-1 350m -90° － 
MJZC-2 250m -90° － 
MJZC-3 250m -90° － 
総掘進長 850m  

 
第 3 年次 

調査内容 調査量 

地質調査 
 アウロラ地区 ラカンパ

ーナ区域 
 
 
 
 

調査面積 
調査ルート長 
縮尺 
地化学試料採取密度 
試料数 
(標準試料) 

4 
16 

1/2,500 
10 
40 
(2) 

km2 
km 
 
個／km2 
個 

 アウロラ地区 カピレ区
域 
 
 
 
 

調査面積 
調査ルート長 
縮尺 
地化学試料採取密度 
試料数 
(標準試料) 

4 
16 

1/2,500 
10 
40 
(2) 

km2 
km 
 
個／km2 
個 

ボーリング調査 

 孔 名 掘進長 傾 斜 方 位 

MJZC-4 201.5m -90° - 
サンチャゴ・サリナス区域 

MJZC-5 264m -90° - 

MJZC-6 300m -90°  
カピレ区域 

MJZC-7 300m -90°  

MJZC-8 200m -90°  
ラカンパーナ区域 MJZC-9 200m -90°  

総掘進長 1465.5m   
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表 2 室内試験内容一覧表 
第２年次 

室 内 試 験 項 目 件 数 
地質調査（アウロラ地区，ランチョビエホ地区） 
①岩石薄片作成・鑑定 
②鉱石研磨片作成・鑑定 
③鉱石品位分析 
④Ｘ線回折試験 
⑤放射年代測定分析 
⑥流体包有物均質化温度測定（塩濃度含） 
⑦同位体組成測定（炭酸塩：酸素＋炭素） 
⑧同位体組成測定（珪酸塩：酸素） 
⑨化学分析（REE+HFSE+LIL 元素測定） 
（Ag,Ba,Ce,Co,Cr,Cs,Cu,Dy,Er,Eu,Ga,Gd,Hf,Ho,La,Lu,Mo,Nd,Ni,Pb, 
  Pr,Rb.Sm,Sn,Sr,Ta,Tb,Th,Tl,Tm,U,V,W,Y,Yb,Zn,Zr) 
 

 
45 
45 
15 
100 
3 

15 
6 

30 
45 

 
 
 
 

地化学探査（アウロラ地区，ランチョビエホ地区） 
①岩石地化学探査分析（Au+AASICP 分析 34 成分） 
（Ag,Al,As,B,Ba,Be,Bi,Ca,Cd,Co,Cr,Cu,Fe,Ga,Hg,K,La,Mg,Mn,Mo,Na, 
  Ni,P,Pb,S,Sb,Sc,Sr,Ti,Tl,U,V,W,Zn,Au) 
②全岩化学分析 
③スペクトルアナリシス 
 

 
446 

（複製 21） 
 

425 
210 

ボーリング調査（MJZC-1, MJZC-2, MJZC-3） 
①岩石薄片作成・鑑定 
②鉱石研磨片作成・鑑定 
③鉱石品位分析 
④Ｘ線回折試験 
⑤全岩化学分析 
⑥流体包有物均質化温度測定（塩濃度含） 
⑦同位体組成測定（炭酸塩：酸素＋炭素） 
⑧同位体組成測定（珪酸塩：酸素） 
⑨化学分析（REE+HFSE+LIL 元素測定） 
（Ag,Ba,Ce,Co,Cr,Cs,Cu,Dy,Er,Eu,Ga,Gd,Hf,Ho,La,Lu,Mo,Nd,Ni,Pb, 
  Pr,Rb.Sm,Sn,Sr,Ta,Tb,Th,Tl,Tm,U,V,W,Y,Yb,Zn,Zr) 
 

 
15 
15 
15 
15 
15 
3 
3 
3 
3 
 
 
 

 
 
第３年次 

室内試験項目 件 数 
地質調査（アウロラ地区ラカンパーナ区域、カピレ区域）   

①岩石薄片作成  20 件 
②鉱石研磨片作成  20 件 
③鉱石品位分析(Au, Ag, Cu, Pb, Zn, Fe, Ba, S) 10 件 
④Ｘ線回折試験 80 件 
⑤全岩分析(28 成分) 
(Au,Ag,Al,As,Ba,Be,Bi,Ca,Cd,Co,Cr,Cu,Fe,K,Mg,Mn,Mo,Na,Ni,P,Pb 
S,Sb,Sr,Ti,V,W,Zn) 

80 
(標準試料 4 

件 
件) 

ボーリング調査（MJZC-4, MJZC-5,MJZ-6,MJZC-7,MJZC-8,MJZC-9）   
①岩石薄片作成  35 件 
②鉱石研磨片作成  35 件 
③鉱石品位分析(Au, Ag, Cu, Pb, Zn, Fe, Ba, S) 35 件 
④Ｘ線回折試験 35 件 
⑤全岩分析(28 成分) 
(Au,Ag,Al,As,Ba,Be,Bi,Ca,Cd,Co,Cr,Cu,Fe,K,Mg,Mn,Mo,Na,Ni,P,Pb 
S,Sb,Sr,Ti,V,W,Zn) 

35 
(標準試料 2 

件 
件) 
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  調査対象地域，サクアルパン地域 1100Km2    

                          

                            

                              既存データ解析                         

                       

地質調査(1,100km2) 

   第                       地質図 縮尺；1:100,000 

１                                           既存コア観察(4,000m) 

年 

次                                                           

                                                     調査結果の解析・検討 

                       

                                                           有望地区の抽出 

                                 

                                              第２年次調査への提言 

                               

 

                    アウロラ地区                                                      地質・地化学調査 

                  ボーリング調査 3 孔(850m)                         1.アウロラ地区 

                                                              65Km2:365 試料 

                                                2.ランチョ・ビエホ地区  

    第                                            20Km2:81 試料 

    ２                                          3.サンチャゴサリナス区域   

    年                                             5Km2(精査) 

次 

調査結果の解析・検討 

       

  有望地区の抽出 

 

  第３年次調査への提言   

 

 

      サンチャゴサリナス区域    カピレ区域               ラカンパーナ区域          既存データ収集 

      ボーリング調査 2 孔 465.5m    地質精査 4km2         地質精査 4Km2      解析 

                                        

    第                    ボーリング調査             ボーリング調査 

    ３                   2 孔:600m            2 孔:400m 

    年                                           

 次 

調査結果の解析・検討              

 

 将来への提言     

 

 

 

 

 

図 2 調査フローシート 
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図 3 鉱床有望地区抽出フローシート 

                        ［鉱床有望地区の抽出］ 

    

                           調査対象地域 1100Km2       

                           地域名サクアルパン地域    

 

                             既存データ解析  

                           （探査方針・計画策定） 

 

 

            地質調査(概査)                                       既存ボーリングコア観察 

            地質図作成 1100Km2縮尺 1:100,000                                     (4000m) 

第                         

 １ 

 年               鉱床胚胎層準                                       ［地下構造の解明］                 

 次               変質帯分布                   

                       

                   

                                      

 

                 

                              

                                                    第２年次調査候補地の選定 

                                       調査手法の選定 

 

                  

            

            ボーリング調査                              地質地化学調査   

            アウロラ地区 3 孔 850m               アウロラ地区       ランチョ・ビエホ地区 

                                    65km2               20 Km2 

         

                                         地 質 精 査 

                                    サンチャゴサリナス区域 

 第                                  5km2 

 ２                                          

 年                                        

 次                                     

                                        

                          鉱化作用の解明 

                          鉱床の連続性の解明 

                          未実施調査候補地の再検討   

 

 

                          第３年次調査候補地の選定 

                              調査手法の選定 

 

 

 

      ボーリング調査            地質精査                      既存データ収集・解析 

      サンチャゴサリナス地区         アウロラ区域(4km2)                 

      2 孔：465.5m               ラカンパーナ区域区域(4km2)               

 第 

 ３                             

 年    ［鉱化作用の解明］                     ボーリング調査  

 次                                   カピレ区域 2 孔：600m  

                                     ラカンパーナ区域 2 孔:400m 

                                             

                                 ［鉱化作用，地質構造の解明］ 

 

総合検討 
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Upper

	 Va-2	 Andesitic tuff and lava

	 Vdt	 Dacitic tuff

	 Vat	 Glassy tuff
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	 ML	 Limestone foliated
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	 Mt	 Dacitic tuff

	 Mts	 Sandy tuff and slate

Lower
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	 	 autobreccialed lava
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図 7 カピレ区域地質模式層序図

－25－



A
n
d
e
s
i
t
i
c
 
c
r
y
s
t
a
l
 
t
u
f
f
-
l
a
v
a

A
nd

es
iti

c 
la

pi
lli

 tu
ff

hy
al

oc
la

st
ite

A
nd

es
iti

c 
la

va
au

to
br

ec
ci

at
ed

Fi
ne

 tu
ff 

w
ith

 s
la

te

D
ac

iti
c 

tu
f

ol
iv

e 
tu

ff(
an

de
si

tic
)

A
nd

es
ite

Fi
ne

 tu
ff

S
la

te
D

ac
iti

c 
tu

ff

C
al

ca
re

ou
s 

sl
at

e

S
la

te
/p

yr
iti

c 
tu

ff

D
ac

iti
c 

tu
ff,

la
pi

lli
 tu

ff

D
ee

p 
ge

en
 d

ac
ite

B
la

ck
 g

la
ss

y 
da

ci
te

A
nd

es
ite

, t
uf

f

Fi
ne

 tu
ff

A
n
d
e
s
i
t
i
c
 
t
u
f
f
,
a
u
t
o
b
r
e
c
c
i
a
t
e
d
 
l
a
v
a

D
ac

iti
c 

tu
ff

A
n
d
e
s
i
t
i
c
 
t
u
f
f

C
al

ca
re

ou
s 

sl
at

e

D
ac

iti
c 

tu
ff

cr
ys

ta
l r

ic
h

D
ac

iti
c 

la
pi

lli
 tu

ff

A
n
d
e
s
i
t
e

S
la

te
/p

yr
iti

c 
tu

ff 
al

te
rn

at
io

n(
1m

)

P
yr

ite
 d

is
se

m
in

at
io

n

py
-d

is
se

m
in

at
io

n 
ba

nd

図
 
8　

ボ
ー
リ
ン
グ
地
質
断
面
図

(M
JZ

C
-6

, M
JZ

C
-7

)

－26－



▲
3)
 ▲

3)
 

▲
4)

▲
4)

VatVat

MLML
MtMt

QshQsh

GshGsh

GshGsh

MstMst

DdtDdt

VabVab

Dc-1Dc-1

VtmVtm

U
p
p
e
r

M
i
d
d
l
e

V
i
l
l
a
 
A
y
a
l
a
 
F
o
r
m
a
t
i
o
n

L
o
w
e
r

Upper

	 Vtm　Slate-tuffaceous slate	
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